
令和4年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

知財功労賞　特許庁長官表彰

●代表取締役自らが知財責任者となり、事業計画に沿った知財活用を実施している。知財を有効活用すること
で、他社との差別化を図り、顧客満足度と信頼度が向上すると共に、営業力強化とブランディング戦略が加
速化した。毎月の社内定例会議では、代表取締役のもと役員及び各部門の責任者が参加し、出店や商品企画
等の事業計画に沿った、知的財産についての会議を行い、ロゴや商品企画の協議・決定をすることで、知財
戦略を活用した経営戦略を策定している。

●毎月１回の宮城県知財総合支援窓口と弁理士との定例打合せの他、海外への出店を見越し、韓国・中
国・台湾・シンガポール・タイでの商標取得を行うなど、海外展開にも注力している。また、海外冒
認商標の対策への取り組みも行っている。

●岩沼市の復興のシンボルとして整備された「千年希望の丘」（メモリアル公園）の「希望の丘」を
ビールの商品名として用いることを岩沼市から了承を得ており、商標権を取得した。この商標を用
い、岩沼、宮城の豊かな食材資源を活用したクラフトビールとしてシリーズ展開を予定しており、地
域活性化と宮城県の復興活動に協力していく予定である。

株式会社利久
知財活用企業（商標）

受賞のポイント

企業概要
宮城県岩沼市吹上二丁目2番36ー1号 
1990年 
30百万円 
2,000人 
牛たん炭焼利久をはじめとする牛たん店の他、ラーメン店・しゃぶ
しゃぶ店・焼肉店等の飲食店経営全般。
また、牛たんや牛たん加工品の製造販売の他、和菓子、クラフト
ビールの製造販売を行う。

所 在 地：
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https://www.rikyu-gyutan.co.jp/

代表取締役　亀井　利二

宮城の食文化である「牛たん」
利久店舗

利久ロゴマーク


